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思
い
の
詰
ま
っ
た
夏

―
― 

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
和
歌
山
県
選
抜
の
取

材
へ
。

　

暑
い
夏
の
夕
方
、
和
歌
山
県
選
抜
の

練
習
を
訪
ね
る
と
、
練
習
の
ア
ッ
プ
を

し
て
い
る
楽
し
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
声
だ
け
で
チ
ー
ム
の
仲
の
良
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ア
ッ
プ
が
終
わ

る
と
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
か
け
声
と
と
も

に
、
練
習
の
雰
囲
気
が
が
ら
り
と
変
わ

り
ま
し
た
。

豪
華
な
メ
ン
バ
ー
で

―
― 

メ
ン
バ
ー
構
成
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
？

　

和
歌
山
県
選
抜
メ
ン
バ
ー
は
、
夏
の

和
歌
山
県
総
合
大
会
で
優
勝
し
た
、
貴

志
川
中
学
校
を
中
心
に
、
貴
志
川
中
学

校
８
名
、
那
賀
中
学
校
３
名
、
荒
川
中

学
校
３
名
、
岩
出
中
学
校
２
名
。
そ
の

う
ち
２
年
生
・
１
年
生
も
選
ば
れ
て
い

ま
す
。
指
導
者
は
丸
山
さ
ん
・
奥
中
さ
ん
・

松
比
良
さ
ん
・
児
玉
さ
ん
の
４
名
で
す
。

市内中学生14人が県代表で近畿大会に
# ハンドボール和歌山県選抜女子チーム×広報委員会

大
人
も
真
剣

―
― 

練
習
で
工
夫
し
て
い
る
事
は
あ
り

ま
す
か
？

　

練
習
が
中
盤
に
な
る
と
、
先
生
や
Ｏ

Ｂ
、
保
護
者
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
経
験
者

も
一
緒
に
コ
ー
ト
上
に
立
ち
、
激
し
い

攻
防
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
大
人
も
真
剣

勝
負
で
す
。
近
畿
大
会
の
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
て
、
練
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
、
走
・
跳
・
投
の

総
合
的
な
動
き
で
相
手
の
ゴ
ー
ル
を
狙

い
ま
す
。
ボ
ー
ル
を
保
持
し
て
い
る
ボ
ー

ル
マ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ボ
ー
ル

を
保
持
し
て
い
な
い
選
手
（
オ
フ 

ザ 

ボ
ー
ル
）
の
動
き
も
見
も
の
で
す
。
ま

た
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
シ
ュ
ー
タ
ー

の
駆
け
引
き
も
面
白
く
、
Ｄ
Ｆ
（
防
御
） 大会前 練習の様子
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を
か
わ
し
た
と
し
て
も
、
最
後
ま
で
ゴ
ー

ル
ネ
ッ
ト
を
揺
ら
せ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

　

コ
ー
ト
横
で
試
合
を
見
て
い
る
と
、

ス
ピ
ー
ド
が
あ
る
激
し
い
攻
撃
と
激
し

い
防
御
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
迫
力
満
点
。

特
に
Ｄ
Ｆ
（
防
御
）
が
こ
ん
な
に
も
激

し
く
ぶ
つ
か
る
の
に
は
驚
い
た
が
、
見

て
い
る
と
そ
れ
が
ま
た
面
白
い
。
今
日

１
日
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
い
う
競
技
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

仲
が
良
い
メ
ン
バ
ー

―
― 

チ
ー
ム
作
り
で
工
夫
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
？

　
「
チ
ー
ム
づ
く
り
で
は
、“
よ
く
話
を

す
る
こ
と
”
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
お
喋
り
で
も
良
い
で
す
。」

　

そ
の
言
葉
の
通
り
、
休
憩
時
間
も
戯

け
た
り
し
、
練
習
で
も
学
年
関
係
な
く

よ
く
話
を
し
、
自
分
た
ち
で
練
習
を
作

り
上
げ
み
ん
な
い
い
顔
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
各
学
校
で
も
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
練
習
が
で
き
な
い
な
か
、

よ
く
集
ま
っ
て
練
習
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
の
方
の
ご
理
解
や

送
迎
な
ど
そ
の
他
色
々
な
サ
ポ
ー
ト
の

お
か
げ
で
す
。
コ
ー
ト
（
試
合
）
で
感

謝
の
気
持
ち
を
表
せ
る
よ
う
に
子
ど
も

た
ち
と
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
頑
張
り
た

い
。」
と
丸
山
監
督
は
話
し
ま
す
。

兵
庫
県
選
抜
と
代
表
決
定
戦

―
― 

気
に
な
る
試
合
結
果
は
？

　

予
選
は
見
事
勝
利
し
ま
し
た
。
あ
と

１
勝
で
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
す

る
一
戦
、
前
半
は
シ
ュ
ー
ト
ま
で
い
く

も
決
め
き
れ
ず
、
波
に
乗
れ
な
い
厳
し

い
戦
い
。

　

後
半
は
、
勢
い
が
つ
き
巻
き
返
す
が

追
い
つ
く
こ
と
が
出
来
ず
、
和
歌
山
20

対
兵
庫
33
で
終
止
符
が
打
た
れ
た
。

　

惜
し
く
も
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
は

掴
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

A
m

azing!

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

―
― 

久
保
西
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

大
き
な
舞
台
に
立
て
る
こ
と
は
当
た

り
前
じ
ゃ
な
く
て
、
保
護
者
の
方
や
先

生
方
、
３
年
間
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
部

活
仲
間
の
支
え
が
あ
り
、
こ
こ
ま
で
頑

張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の

た
め
に
多
く
の
方
が
影
で
動
い
て
下
さ

り
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
で
き
る
環
境
に

あ
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー

の
み
ん
な
、
先
生
方
・
保
護
者
の
方
と

と
も
に
戦
え
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

―
― 

丸
山
監
督
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

子
ど
も
達
が
コ
ー
ト
で
頑
張
る
姿
、

ベ
ン
チ
か
ら
声
を
出
す
姿
、
そ
し
て
観

客
席
か
ら
暖
か
い
応
援
を
し
て
下
さ
る

保
護
者
の
方
々
を
見
て
、
私
自
身
パ
ワ
ー

大会終了後、談笑のヒトコマ

試合開始前 心をひとつに、いくぞー！

全力を出しきった選手たち

を
い
た
だ
け
た
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

３
年
生
は
こ
の
夏
を
み
ん
な
で
楽
し
み
、

頑
張
っ
た
思
い
出
を
自
信
に
変
え
て
、

高
校
へ
進
学
し
て
も
自
分
が
信
じ
る
道

で
輝
い
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
将
来
地
元
に
帰
っ
て
皆
の
笑
顔
で
、

和
歌
山
・
紀
の
川
市
を
元
気
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

輝
く
み
ら
い
の
宝

　

懸
命
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
選
手
た

ち
の
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
石
井
・
大
田
）
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●
第
３
回
定
例
会
●

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

定
例
会　

会
期　

32
日
間 

8
月
30
日
～
９
月
30
日

・
一
般
質
問　

10
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
育
児
を

１
　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
が
令
和
４
年

10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

す
。

（
議
案
第
１
０
４

１
０
４
号
）
紀
の
川
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

Ｑ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

す
か
。

Ａ
・
育
児
休
業
の
取
得
回
数
が
１
回
か

　

ら
２
回
に

　
　

 

・
産
後
パ
パ
休
暇
の
取
得
が
１
回
か

　

ら
２
回
に

　
　

 

・
男
性
の
育
児
参
加
の
た
め
の
休
暇

　

取
得
が
「
出
産
の
日
以
後
、
１
年

　

を
経
過
す
る
日
ま
で
」
に
延
長

　
　

 

以
上
が
大
き
な
３
つ
の
改
正
点
で
、

柔
軟
に
育
児
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
会
計
年
度
任
用
職
員
が
年
度
内
に
育

児
休
業
に
入
っ
た
場
合
、
雇
用
は

年
度
末
で
終
了
し
て
し
ま
う
の
で
す

か
。

Ａ
３
月
末
で
雇
用
を
終
了
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

３件に
注目！

　

定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案

　

・
人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
14
件

　

・
令
和
３
年
度
決
算
の
認
定
・
・
・
・
・
・
・
21
件

　

・
令
和
４
年
度
補
正
予
算
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
件

　

・
条
例
の
制
定
・
改
正
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
件
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駅
前
を
明
る
く
安
全
に

２

待
望
の
ホ
テ
ル
が
遂
に
オ
ー
プ
ン
‼

３

（
議
案
第
１
０
７
号
）
令
和
４
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

（
議
案
第
１
０
７
号
）
令
和
４
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

◎
打
田
駅
施
設
器
具
修
繕
料
（
１
７
７
万
２
千
円
）

◎
企
業
誘
致
促
進
事
業
補
正
額
（
１
４
３
万
１
千
円
）

　

令
和
４
年
11
月
24
日
、
過
去
に
例
の
な
い
総
部
屋
数
２
５
１
室
の
最
大
級

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
、
本
市
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

Ｑ
修
繕
の
内
容
は
。

Ａ
打
田
駅
南
口
の
ソ
ー
ラ
ー
式
街
灯
３

基
が
経
年
劣
化
に
よ
り
修
繕
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
外
部
電
源
の
照
明
に

変
え
る
修
繕
費
が
１
６
４
万
円
、
ま

た
、
変
形
し
た
手
す
り
の
修
繕
費

13
万
２
千
円
を
合
わ
せ
た
見
積
り
金

額
で
す
。

Ｑ
な
ぜ
ソ
ー
ラ
ー
式
か
ら
外
部
電
源
式

に
変
更
す
る
の
で
す
か
。

Ａ
環
境
に
配
慮
し
ソ
ー
ラ
ー
式
で
検
討

し
ま
し
た
が
、
見
積
り
額
が
約
３

倍
の
金
額
だ
っ
た
こ
と
と
、
ま
た
約

１
０
年
後
の
修
繕
に
か
か
る
費
用
の

こ
と
も
考
え
る
と
、
外
部
電
源
式
の

ほ
う
が
良
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

Ｑ
電
気
代
は
低
く
抑
え
ら
れ
ま
す
か
。

Ａ
外
部
電
源
式
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る

の
で
、
一
般
の
防
犯
灯
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
市
民
向
け
の
無
料
宿
泊
招
待
を
50
名

に
し
た
根
拠
は
。

Ａ
市
内
に
新
規
に
誘
致
し
た
ホ
テ
ル
の

完
成
お
よ
び
開
業
を
市
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
と
い
う
目
的
と
市
民
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
費
用
対
効
果
や

イ
ン
パ
ク
ト
の
面
か
ら
検
討
し
て
50

名
と
設
定
し
ま
し
た
。

Ｑ
さ
ら
な
る
集
客
を
目
指
し
て
の
考
え

は
。

Ａ
ま
ず
、
ホ
テ
ル
に
紀
の
川
市
立
地
企

業
連
絡
協
議
会
の
会
員
に
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
次

に
、
何
ら
か
の
優
待
を
す
る
こ
と
で

ホ
テ
ル
の
稼
働
率
の
向
上
を
見
込
め

る
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ホ
テ
ル
と
市
で
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
協
議
を
進
め
て
集
客
の
増
加
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

オープン間近のホテル
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令和３年度決算を審査しました

　

　総務文教、厚生、産業建設常任委員会をそれぞれ分科会とし、所管する事項について詳しく審議を行いま
した。一般会計については、予算決算常任委員会で決算小委員会を設置し、３日間にわたり審査を行いました。

令和3年度決算
一般会計
予算現額　　　　　　　　　　　　341億1,035万4,000円
歳入決算額　　　　　　　　　　　329億8,364万9,146円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（収入率96.7％）
歳出決算額　　　　             　　313億2,043万2,439円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（執行率91.8％）
翌年度（４年度）繰越額　　　　　 16億6,321万6,707円

特別会計（17会計）
歳入決算額　　　　　    　　　　　169億5,432万3,541円
歳出決算額　　　　　   　　　　　166億9,660万4,765円

認
定

公営企業会計 水道事業会計 工業用水道事業会計 　下水道事業会計
収益的収入 19 億 2,087 万    348 円 1 億 1,171 万 5,718 円 7 億 4,050 万 1,333 円
収益的支出 16 億 2,449 万 4,134 円 9,653 万 3,512 円 7 億 1,725 万 5,907 円
資本的収入 4 億 1,863 万    711 円 0 円 9 億 1,023 万　 90 円
資本的支出 10 億 1,695 万 4,156 円 1,119 万 8,196 円 14 億 1,523 万 2,168 円

◎
自
治
振
興
事
業
（
５
２
２
８
万
９
１
４
８
円
）

　　

地
域
自
治
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
自
治
会
の

活
性
化
に
支
援
し
ま
し
た
。

Ｑ
自
治
会
へ
の
加
入
率
が
毎
年
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策
は
。

Ａ
転
入
者
に
は
転
入
届
の
時
に
啓
発
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
自
治
区
長
に
は
各

種
補
助
金
申
請
時
に
加
入
促
進
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
啓
発
に
努
め
て
い

ま
す
。

Ｑ
自
治
会
加
入
者
は
会
費
を
払
い
道
路

や
ご
み
集
積
所
の
清
掃
を
し
て
い
ま

す
。
公
平
を
は
か
る
た
め
も
っ
と
加

入
率
向
上
に
努
め
て
は
。

Ａ
加
入
率
減
少
の
要
因
は
、
世
代
に
よ

る
考
え
か
た
や
会
費
の
問
題
、
役
員

に
な
り
た
く
な
い
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
　

 

今
後
も
、
区
長
会
を
通
じ
解
決
策
を

話
し
合
い
加
入
率
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

自
治
会
運
営
み
ん
な
で
協
力

Pick up
１
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◎
若
者
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
事
業
（
８
４
４
５
万
４
４
２
０
円
）

　　

市
内
で
、
住
宅
を
取
得
す
る
45
歳
未
満
の
若
年
層
に
奨
励
金
を
交
付
す
る

こ
と
で
、
若
者
の
転
入
促
進
と
転
出
抑
制
を
は
か
る
こ
と
で
市
内
定
住
が
、

増
加
し
ま
し
た
。

Ｑ
若
者
の
移
住
が
令
和
３
年
度
は
増
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
状

況
は
。

Ａ
本
施
策
の
申
請
者
が
、
令
和
２
年
度

の
１
０
８
件
に
比
べ
て
令
和
３
年

度
は
１
９
９
件
と
大
き
く
伸
び
ま
し

た
。
１
つ
の
要
因
と
し
て
、
本
施
策

が
市
内
外
に
周
知
で
き
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
対
象
年
齢
を
40
歳
未
満
か
ら
45
歳

未
満
に
拡
大
し
た
こ
と
も
申
請
者
増

加
の
要
因
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
市
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
こ

と
と
し
て
、
全
申
請
の
う
ち
半
数
以

上
の
１
０
８
件
の
市
内
在
住
の
若
年

層
が
、
市
外
の
地
域
で
は
な
く
、
市

内
を
選
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

若
者
の
大
幅
な
定
住
増
加
‼

Pick up
２

◎
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
事
業（３

億
７
５
１
４
万
１
５
３
５
円
）

　

施
策
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め
、
地
元
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
歳
入
確
保
に

努
め
ま
し
た
。
寄
附
金
は
し
っ
か
り
有
効
に
使
い
ま
す
。

Ｑ
寄
附
金
を
活
用
し
た
事
業
は
。

Ａ
ふ
る
さ
と
納
税
を
充
て
た
金
額
の
多

い
も
の
か
ら
、
学
校
給
食
運
営
事

業
に
約
２
億
１
０
０
０
万
円
、
が

ん
対
策
事
業
に
約
１
億
円
、
若
者

定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
事
業
に
約

６
２
０
０
万
円
、
図
書
館
運
営
事
業

に
約
６
１
０
０
万
円
、
体
育
施
設
管

理
運
営
事
業
に
約
５
６
０
０
万
円
で

す
。

Ｑ
今
後
の
課
題
と
取
り
組
み
は
。

Ａ
返
礼
品
の
種
類
を
増
や
す
こ
と
、
リ

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
に
質
を
高

め
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
や
返
礼
品
の
見
せ
方
な

ど
専
門
性
を
持
っ
た
業
者
と
連
携
し

寄
附
金
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

有
効
活
用
を

Pick up
３

申請件数

打田 ７９件

貴志川 ６９件

粉河 ２４件

桃山 １５件

那賀 １２件

計 １９９件
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◎
障
害
者
施
設
運
営
等
支
援
事
業
（
５
５
７
万
６
千
円
）

　　

市
内
在
住
者
か
ら
の
ひ
き
こ
も
り
相
談
件
数
は
、
令
和
元
年
度
が
４
４
５

人
、
令
和
２
年
度
が
４
８
６
人
、
令
和
３
年
度
が
５
４
３
人
で
し
た
。

Ｑ
ひ
き
こ
も
り
の
相
談
件
数
は
毎
年
増

え
る
傾
向
で
す
か
。

Ａ
電
話
相
談
や
メ
ー
ル
の
相
談
は
少
し

ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
ど
こ
に
相
談
窓
口
が
あ
り
、
行
政
と

し
て
の
対
策
は
。

Ａ
ハ
ー
ト
フ
ル
ハ
ウ
ス
創は

じ
め

（
一い

ち
ば
く
か
い

麦
会
）

で
受
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ご
両

親
や
ご
家
族
か
ら
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
か

ら
障
害
福
祉
課
に
相
談
い
た
だ
く
よ

う
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

増
え
て
い
る
ひ
き
こ
も
り
相
談

Pick up
４

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
地
域
振
興
券
事
業

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
促
進
地
域
振
興
券
事
業
委
託
料

（
４
５
６
５
万
７
６
５
０
円
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用
促
進
地
域
振
興
券
事
業
交
付
金

（
３
億
６
５
９
７
万
２
５
０
０
円
）

（
令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越
分
を
含
む
）

　

市
内
で
の
消
費
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
が
る
よ

う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
有
者
に
市
内
店
舗
で
使
用
で
き
る
地
域
振
興

券
１
万
円
分
を
配
布
し
ま
し
た
。

Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
率

は
。

Ａ
８
月
21
日
現
在
で
３
万
９
８
２
３

枚
、
交
付
率
は
65
．
８
％
で
す
。

Ｑ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
通
帳
や
保

険
証
を
紐
づ
け
た
場
合
の
安
全
性

は
。

Ａ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自
体
に
口
座

番
号
や
保
険
証
の
デ
ー
タ
は
入
っ
て

い
ま
せ
ん
。
第
三
者
が
取
得
し
た
と

し
て
も
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
安
全
性
は
担
保
さ
れ
て
い
ま

す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

交
付
率
、
全
国
５
位

Pick up
５

事業委託先（社福）一麦会
設置場所：ハートフルハウス創（粉河８５３－３）

利用者数

ひきこもり相談
実数 ２７人

延数 ５４３人

居場所の利用
実数 １１人

延数 ２４７人



紀の川市議会だより  No.63  2022.11（令和 4 年）9

◎
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
委
託
料

　　

小
・
中
学
校
で
、
先
生
の
授
業
の
支
援
に
小
学
校
３
６
５
２
万
円
、
中

学
校
で
１
８
２
６
万
円
で
、
合
計
５
４
７
８
万
円
。
６
名
の
指
導
者
（
支

援
員
）
に
委
託
し
ま
し
た
。

◎
運
動
公
園
管
理
運
営
事
業
（
１
億
２
８
９
４
万
８
６
９
５
円
）

　　
運
動
公
園
施
設
の
維
持
管
理
を
適
切
に
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
６
名
で
５
４
７
８
万
円
と
あ
る
が
、

中
身
は
。
ま
た
、少
し
高
く
な
い
か
。

Ａ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
を
有
効

に
す
る
た
め
に
、
専
門
技
術
・
知
識

を
持
っ
た
支
援
員
が
先
生
を
指
導
す

る
の
で
、
あ
る
程
度
高
く
て
も
価
値

は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
令
和
４
年
度
７
名
、
令
和
５
年
度
８

名
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
け
ば

こ
の
予
算
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い

く
が
。

Ａ
先
生
方
が
習
得
し
た
ら
支
援
員
を
外

し
て
い
く
の
は
今
後
の
検
討
課
題
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
利
用
が
増
加
し
た
市
内
の
団
体
は
。

ま
た
、利
用
者
が
増
加
し
た
施
設
は
。

Ａ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
及
び
、
体
育
協
会

加
盟
団
体
の
利
用
が
増
え
ま
し
た
。

施
設
に
つ
い
て
は
、
市
民
体
育
館
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
と
桃
源
郷
運
動
公
園

の
利
用
者
が
増
加
し
ま
し
た
。

Ｑ
市
民
体
育
館
は
指
定
管
理
者
が
運
営

し
て
い
る
が
、
減
免
制
度
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
桃
源
郷
運
動
公
園
の
今
後
は
。

Ａ
施
設
老
朽
化
が
原
因
で
怪
我
の
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
ご
意
見
も
あ
る
の

で
、
市
民
の
方
々
に
も
っ
と
有
効
活

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
形
で
改
修

を
行
え
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

６
名
で
５
４
０
０
万
強
は
高
い
の
で
は

Pick up
6

市
民
に
や
さ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

Pick up
７

老朽化が進む桃源郷運動公園
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水
道
会
計
の
資
産
合
計
は
約
１
７
１
億
４
千
万
円
で
、
現
金
預
金
は
約

19
億
５
千
万
円
で
あ
り
、
令
和
３
年
度
の
主
な
更
新
な
ど
に
か
か
る
工
事
額

は
３
億
４
５
８
１
万
円
で
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
※
臨
時
財
政
対
策
債
（
発
行
可
能
額 

８
億
２
７
０
０
万

円
）
を
発
行
し
な
く
て
も
、
基
金
を
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
管
路
の
更
新
率
が
０
．
５
％
と
な
っ

て
い
る
。
非
常
に
少
な
い
の
で
は
。

Ａ
管
路
に
つ
い
て
は
修
繕
工
事
で
適
切

に
延
命
化
を
し
て
お
り
、
法
定
耐
用

年
数
を
超
え
て
い
た
と
し
て
も
、
事

業
運
営
に
は
問
題
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

Ｑ
何
件
の
新
し
い
加
入
が
あ
っ
た
の

か
。

Ａ
地
区
別
で
、
打
田
88
件
、
貴
志
川
65

件
、
桃
山
23
件
、
粉
河
15
件
、
那
賀

５
件
の
、
合
計
で
１
９
６
件
で
す
。

Ｑ
地
方
債
の
現
在
高
は
２
４
２
億
９
８

　
　

 

７
７
万
２
０
０
０
円
あ
り
ま
す
。
後

年
度
で
い
く
ら
交
付
税
算
入
さ
れ

ま
す
か
。
ま
た
起
債
残
高
に
対
し
て

何
％
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
交
付
税
算
入
額
は
約
２
３
６
億
円
、

算
入
率
は
97
．
２
％
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
臨
時
財
政
対
策
債
を
発
行
し
な
か
っ

た
理
由
は
。

Ａ
令
和
３
年
度
決
算
の
財
源
調
整
が
で

き
る
見
込
み
だ
っ
た
こ
と
、
国
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
多
額
に
交

付
さ
れ
た
こ
と
、
令
和
３
年
度
か
ら

一
部
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
、
過
疎

債
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

お
い
し
い
水
道
水
を
守
る

Pick up
8

実
質
負
担　

６
億
８
０
０
０
万
円

Pick up
9

　

財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
地
方
自
治
体

が
特
例
と
し
て
発
行
す
る
地
方
債
の
こ
と
。

後
で
国
か
ら
１
０
０
％
入
っ
て
く
る
。

臨
時
財
政
対
策
債
と
は

地方債現在高（２４２. ９億円）

236.1

6.8

地方債残高（２４２.９億円）

交付税算入分 実質負担分

送水管配管替工事
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一般会計決算に対する

討　論討　論
反対の

主な理由

　新たな滞納を増やさず、公平・公正な
徴収事務に積極的に取り組んだ税収対
策の成果やコロナ対策をふまえたなか
でのさまざまな分野での事業は市民生
活の安定と向上に必要な事業を実施し
ていた。
　人口減少などによる市税収入の減少
や普通交付税の減少が想定され、財政
運営は年々厳しさを増すと考えられる。
　財源確保は厳しい状況にあるが、５
年先１０年先を見据え、今後的確な政策
を失敗を恐れず、展開することを期待す
る。

　可能であった８億２７００万円臨時財
政対策債を借り入れて歳入を増やし、減
債基金と地域振興基金を財政調整基
金に振り替えれば、実質単年度収支は
１６億５４００万円になるとの説明だっ
た。極めて余裕のあった年だった。
　地方債現在高２４２億９０００万円の
うち、約２３６億円が後年度で交付税算
入されることから、市の実質負担額は
６億８０００万円。一般会計の財政状況
は余裕がある。これを活用し、もっと市
民生活を支える施策を行うべきだった。

賛成の
主な理由

議案に対する議員の賛否一覧（賛否が分かれたものを掲載しています）

案　　　件　　　名 結果

木
村　

芳
友

大
田　

裕
之

坂
本　

佳
隆

上
野　

宗
彦

門　

 

眞
一
郎

舩
木　

孝
明

並
松　

八
重

石
井　

仁

中
村　

ま
き

仲
谷　

妙
子

阪
中　

晃

村
垣　

正
造

堂
脇　

光
弘

室
谷　

伊
則

川
原　

一
泰

高
田　

英
亮

杉
原　

勲

竹
村　

広
明

大
谷 

さ
つ
き

榎
本　

喜
之

（わ）（わ）（わ）（清）（共）（わ）（公）（共）（共）（清）（わ）（清）（清）（公）（清）（わ）（わ）（清）（公）（わ）

議案第８３号　令和３年度紀の川市
一般会計歳入歳出決算の認定につい
て

認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ －

議案第８８号　令和３年度紀の川市
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ －

議案第８９号　令和３年度紀の川市
介護保険事業勘定特別会計歳入歳出
決算の認定について

認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ －

議案第１０１号　令和３年度紀の川
市水道事業会計における水道事業剰
余金の処分及び決算の認定について

原案可決　　
及び認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ －

【○・・・賛成　　×・・・反対　　 ‐ ・・・議長　欠・・・欠席　　退・・・退席】
※　議長は採決に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」があります。
※　（わ）・・・わかばクラブ　　（清）・・・清流会　　（公）・・・公明党　　（共）・・・日本共産党
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大田　裕之　議員（13ページ）
◎ご当地ナンバープレート導入は
・デジタルトランスフォーメーション
（DX）の推進、方向性は

中村　まき　議員（13ページ）
◎安全な学校給食を子どもたちに

門　眞一郎　議員（14ページ）
◎気候危機対策の取り組みをさらに

上野　宗彦　議員（14ページ）
◎就職活動生の地元就職を促進する支援

施策の検討は

阪中　晃　議員（15ページ）
・市職員採用の年齢を上げては
◎小中学生の学力向上を

いっぱん質問いっぱん質問
一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対し、事業の執行状況
や政策方針などについて質問することで、政策の見直しや提言なども行います。

※  ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。
なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。
くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課まで
お問い合わせください。（TEL　0736-77-0860）

木村　芳友　議員（15ページ）
◎紀の川市の経済の活性化を

石井　仁　議員（16ページ）
◎都市計画・都市政策の面から、60000 人

人口の回復に向けた方策を探る

大谷　さつき　議員（16ページ）
◎難聴者の補聴器購入時に対する公的助成

を

坂本　佳隆　議員（17ページ）
・水道施設の老朽化対策
◎水道事業の課題と展望（持続的経営の確  

　保）

並松　八重　議員（17ページ）
◎災害における要支援者への個別計画の対

策強化
・農業者への育成と、持続可能な農業の推

　進支援を
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Ｑ　
県
内
で
は
、
和
歌
山
市
、
岩
出
市
、

海
南
市
、
有
田
川
町
、
由
良
町
、
印
南

町
、
上
富
田
町
の
７
つ
の
市
町
に
お
い

　

て
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
導
入
し

て
は
。

Ａ　
市
町
村
の
裁
量
で
形
状
や
図
柄
を
決

め
ら
れ
、全
国
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

民
間
の
調
査
に
よ
る
と
令
和
２
年
度
末

現
在
、
全
国
の
約
３
分
の
１
の
自
治
体

で
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
」
が
導
入
さ
れ

て
い
る
。
郷
土
愛
の
醸
成
、
市
外
部
へ

の
Ｐ
Ｒ
、
市
制
記
念
事
業
の
一
環
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
、
自
分
の
ま
ち
へ
の
愛
着

や
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
と
い
う
観
点

か
ら
、意
義
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

 

他
市
町
村
の
状
況
も
参
考
に
し
つ
つ

「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
」
に
期
待
さ
れ
る

効
果
を
引
き
出
す
た
め
に
効
果
的
な
取

り
組
み
と
し
て
具
体
的
に
何
が
で
き
る

か
、
庁
内
関
係
課
と
協
議
す
る
な
か
で

導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
令
和
３
年
度
決
算
に
お
い
て
、
原
動

機
付
自
転
車
は
５
９
９
９
台
。
年
間
新

規
登
録
件
数
は
約
５
０
０
台
あ
る
。

　
　

 

に
ぎ
わ
い
創
出
、
雰
囲
気
づ
く
り
に

大
変
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。
市
政
20

周
年
記
念
事
業
で
導
入
す
る
な
ど
、
検

討
を
し
て
は
。

Ａ　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か

ら
そ
の
重
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

　
　

 

作
成
コ
ス
ト
や
管
理
面
の
事
務
的
リ

ス
ク
を
含
め
、
効
果
予
測
を
庁
内
関
係

課
と
と
も
に
研
究
し
、
導
入
の
判
断
を

し
て
い
き
た
い
。

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
導
入
を
‼

大田　裕之

Ｑ　
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
令
和
２
年

度
輸
入
小
麦
か
ら
64
種
類
の
残
留
農
薬

が
検
出
、
除
草
剤
で
あ
る
グ
リ
ホ
サ
ー

ト
は
１
５
０
の
サ
ン
プ
ル
の
う
ち
、
１

　

 

２
１
の
確
率
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
農
民
運
動
全
国
連
合
会
食
品
分
析
セ

ン
タ
ー
が
、
国
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る

小
麦
製
品
（
小
麦
粉
や
パ
ン
、
パ
ス
タ

な
ど
）
の
農
薬
残
留
検
査
を
行
っ
た
結

果
、
ほ
と
ん
ど
か
ら
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が

検
出
さ
れ
た
。

　
　

 

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
は
世
界
で
も
健
康
へ

の
影
響
が
発
表
さ
れ
、
使
用
・
販
売
の

規
制
が
進
ん
で
い
る
。

　
　

 

学
校
給
食
で
提
供
さ
れ
る
小
麦
の
産

地
は
。

Ａ　
パ
ン
は
カ
ナ
ダ
産
、
パ
ス
タ
や
マ
カ

ロ
ニ
、
ペ
ン
ネ
は
カ
ナ
ダ
産
と
ア
メ
リ

カ
産
、麺
類
は
国
産
を
使
用
し
て
い
る
。

Ｑ　
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
は
２
０
１
７
年
、
カ

　

 
ナ
ダ
産
小
麦
か
ら
の
検
出
率
が
１
０

　

 

０
％
、
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
産
・
カ
ナ
ダ

産
の
輸
入
小
麦
の
ほ
と
ん
ど
か
ら
検
出

さ
れ
て
い
る
。
給
食
で
提
供
さ
れ
る
小

麦
が
安
全
な
も
の
と
言
え
る
の
か
。

Ａ　
食
品
衛
生
法
上
、
問
題
な
く
安
全
で

あ
る
。

Ｑ　
小
麦
の
地
消
地
産
（
国
産
・
県
産
小

麦
）
を
進
め
、
安
全
な
給
食
を
提
供
す

る
べ
き
で
は
。

Ａ　
現
在
使
用
し
て
い
る
小
麦
は
、
国
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
。
地
消
地
産
も

十
分
理
解
で
き
る
の
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。
給
食
は
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題

を
解
決
で
き
れ
ば
、
国
産
小
麦
の
使
用

は
可
能
で
あ
る
。

輸
入
小
麦
に
残
留
農
薬
！

学
校
給
食
は
安
全
・
安
心
？

海南市オリジナルナンバープレート

中村　まき
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Ｑ　
今
年
７
月
５
日
、
全
国
知
事
会
の
脱

炭
素
・
地
球
温
暖
化
対
策
本
部
は
、
都

道
府
県
が
新
た
に
購
入
す
る
公
用
車
に

つ
い
て
、
原
則
す
べ
て
電
動
車
へ
の
切

り
替
え
を
目
指
す
と
し
た
行
動
宣
言
を

決
定
し
た
。
本
市
の
「
地
球
温
暖
化
防

止
実
行
計
画
」
に
は
、公
用
車
の
購
入
、

買
い
替
え
に
あ
た
っ
て
は
「
低
公
害
車

ま
た
は
低
燃
費
車
（
電
気
自
動
車
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
車
な
ど
）
の
購
入
を
検
討

し
ま
す
。」
と
あ
る
。
今
後
、
公
用
車
の

買
い
替
え
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
検

討
で
は
な
く
、
買
い
替
え
に
踏
み
切
っ

て
は
。

Ａ　
貨
物
軽
自
動
車
型
の
電
気
自
動
車
が

普
及
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
車
両
価
格

が
高
額
で
、
航
続
距
離
が
短
く
、
充
電

施
設
が
普
及
し
て
い
な
い
な
ど
課
題
も

あ
る
た
め
現
在
導
入
し
て
い
な
い
。

　
　

 

今
後
、
電
気
自
動
車
の
技
術
開
発
や

補
助
金
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

Ｑ　
市
営
住
宅
の
建
替
え
の
際
に
、
省
エ

ネ
を
取
り
入
れ
た
設
計
を
考
え
て
い
る

か
。

Ｑ　
県
外
の
大
学
・
専
修
学
校
に
進
学
し

た
学
生
数
と
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
率
の
実

績
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
令
和
３
年
度
に
市
内
の
２
高
校
を
卒

業
し
た
学
生
は
３
５
５
名
で
、
そ
の
内

進
学
し
た
の
は
１
３
１
名
、
そ
の
な
か

　

 

で
も
88
名
が
県
外
に
進
学
し
て
い
る
。

　

 

県
外
進
学
率
は
67
％
で
あ
る
。

　
　

 

地
元
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
率
の
調
査

は
難
し
い
点
が
多
く
、
で
き
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
績
把

握
が
で
き
、
目
標
値
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
進
捗
状
況
を
検
証
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
の
で
、
今
後
も
調
査
方

法
を
研
究
し
、
実
績
把
握
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

Ｑ　
就
職
活
動
時
に
地
元
に
目
を
向
け
る

仕
掛
け
づ
く
り
と
し
て
、
地
元
企
業
へ

の
就
職
活
動
に
か
か
る
交
通
費
の
助
成

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
地
元
就
職
を
後
押
し
す
る
た
め
、
平

成
29
年
か
ら
合
同
企
業
説
明
会
及
び
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
岩
出
市
と
本
市
で

交
互
に
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
元

企
業
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
信

Ａ　
公
営
住
宅
設
計
の
基
本
方
針
の
な
か

で
温
熱
環
境
（
省
エ
ネ
）
に
つ
い
て
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
・
再
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
を
図
る
た
め
、
建
て
替
え

の
設
計
の
際
に
は
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を

踏
ま
え
、設
計
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
の
現
状
は
。

Ａ　
市
役
所
本
庁
は
約
50
ｋ
ｗ
を
設
置
、

７
校
の
小
学
校
と
３
校
の
中
学
校
に
環

境
学
習
の
一
環
と
し
て
各
10
ｋ
ｗ
を
設

置
し
て
い
る
。

し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
企

業
説
明
会
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、

県
外
の
大
学
な
ど
に
進
学
し
て
い
る
方

に
対
し
て
も
参
加
し
や
す
い
環
境
整
備

を
し
て
い
る
。

　
　

 

今
後
は
、
曽
山
地
区
の
事
業
用
地
開

発
の
計
画
も
あ
る
の
で
、
地
元
就
職
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
仕
組
み
を
作

　

 

っ
て
お
く
こ
と
は
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。他
市
町
村
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、

交
通
費
の
支
援
な
ど
地
元
企
業
へ
の
就

職
活
動
を
応
援
す
る
新
た
な
仕
組
み
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

気
候
危
機
対
策
の
取
り
組
み
を

「
率
先
垂
範
」
で
進
め
よ
う

若
者
が
地
元
に
帰
っ
て
く
る
取
り
組
み
を

上野　宗彦

門　眞一郎
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Ｑ　
市
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
。

Ａ　
小
学
校
は
、
ど
の
教
科
も
県
平
均
正

答
率
と
同
程
度
。
中
学
校
国
語
は
県
平

均
よ
り
１
ポ
イ
ン
ト
、
数
学
は
３
ポ
イ

ン
ト
、
理
科
は
２
ポ
イ
ン
ト
、
マ
イ
ナ

ス
で
あ
る
の
で
中
学
校
の
学
力
が
課
題

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
学
力
向
上
の
た
め
の
対
策
は
。

Ａ　
過
去
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

問
題
を
活
用
し
、
発
展
的
な
問
題
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
き
め
細
や
か
な
指

導
を
す
る
た
め
、
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
や
少
人
数
指
導
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
教
員
に
は
県
教
育
委
員
会
の
研
修

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
市
の
教
育
委

員
会
が
主
催
す
る
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
授
業
づ
く
り
の
見
直
し
を
指
導

す
る
。
各
校
の
実
態
に
応
じ
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
。
教
育
委
員
会
で
は
今

後
、
教
育
長
も
同
席
の
う
え
、
学
校
長

と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
指
導
す

る
点
と
支
援
す
る
点
を
把
握
し
、
学
校

の
課
題
解
決
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

学
校
と
家
庭
が
連
携
し
、
学
習
習
慣
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る

Ｑ　
紀
の
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

市
の
稼
ぐ
力
の
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

Ａ　
紀
の
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地

域
は
、
市
の
北
側
玄
関
口
と
し
た
今
後

の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
地
域
に
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　

 

紀
の
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に

求
め
ら
れ
る
役
割
と
し
て
は
、
こ
の
エ

リ
ア
か
ら
稼
ぐ
力
を
市
全
域
に
波
及
さ

せ
、
展
開
し
、
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ

　

 

っ
て
市
全
体
が
稼
げ
る
経
済
構
造
に
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
を
市
の
玄
関
口
と
し
て
の
起

点
と
し
、
市
の
強
み
と
機
会
を
活
か
し

た
稼
ぐ
力
、
つ
ま
り
、
所
得
、
ノ
ウ
ハ

ウ
、
技
術
、
人
材
な
ど
を
向
上
さ
せ
る

エ
リ
ア
と
し
て
整
備
す
る
。

Ｑ　
更
な
る
近
隣
の
用
地
確
保
を
。

Ａ　
新
事
業
用
団
地
と
し
て
「
曽
山
地
区
」

を
一
つ
の
候
補
地
と
し
て
位
置
づ
け
、

用
地
取
得
予
定
面
積
に
合
わ
せ
た
拠
点

づ
く
り
を
令
和
４
年
度
の
事
業
と
し
て
、

検
討
を
重
ね
て
い
る
。
曽
山
地
区
で
集

約
で
き
な
い
事
業
は
、
別
の
候
補
地
で

た
め
、
学
校
か
ら
家
庭
へ
の
働
き
か
け

を
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

　
　

 

小
中
学
生
の
学
力
向
上
に
向
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
の
課
題
解
決
や
各
学
校

の
実
態
に
応
じ
た
取
り
組
み
の
支
援
に
、

教
育
委
員
会
だ
け
で
な
く
市
と
し
て
も

協
力
し
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

検
討
す
る
。

Ｑ　
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
周
辺
の
開
発
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

Ａ　
新
規
ホ
テ
ル
が
隣
接
し
て
い
る
国
道

24
号
沿
線
は
、
市
の
都
市
計
画
で
は
近

隣
商
業
地
域
と
し
て
用
途
地
域
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
新
た
な
宿
泊
客
が
創

出
さ
れ
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
民
間

事
業
者
に
よ
る
開
発
が
見
込
ま
れ
る
と

と
も
に
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

小
中
学
生
の
学
力
向
上
を

市
の
経
済
の
活
性
化
を

木村　芳友

阪中　晃
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Ｑ　
市
で
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
、
用

途
地
域
と
特
定
用
途
制
限
地
域
を
指
定

し
た
。
こ
の
土
地
利
用
規
制
誘
導
が
人

口
増
加
に
奏
功
し
て
い
る
か
。

Ａ　
指
定
施
行
後
、
約
２
年
半
と
い
う
期

間
で
も
あ
る
の
で
、
著
し
く
顕
著
な
動

向
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
用
途
地
域

の
目
的
に
沿
っ
た
建
築
計
画
が
誘
導
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
市
は
、
県
下
の
農
用
地
面
積
の
６
分

の
１
を
担
い
、
県
下
で
農
用
地
面
積
が

一
番
多
い
。
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
、

開
墾
を
し
、
水
を
引
き
、
営
々
と
守
っ

て
き
た
地
域
の
財
産
が
あ
る
と
言
え
る
。

　
　

 

農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
市
に
と
っ

て
、
農
地
の
保
全
と
、
転
用
に
よ
る
開

発
を
対
立
さ
せ
ず
に
調
整
す
る
必
要
が

あ
る
。
ど
う
調
整
す
る
の
か
。

Ａ　
農
地
転
用
に
よ
る
開
発
に
関
し
て
は
、

農
用
地
の
無
計
画
な
宅
地
開
発
に
よ
る

農
地
と
宅
地
の
混
住
化
が
進
ま
な
い
よ

う
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
を
行
っ
て

い
る
。
周
辺
農
地
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
な
い
よ
う
適
切
な
農
地
の
保
全
管

理
と
地
域
農
業
の
振
興
を
は
か
り
な
が

Ｑ　
年
齢
と
と
も
に
、
聴
力
が
衰
え
る
加

齢
性
難
聴
に
悩
む
高
齢
者
に
、
早
期
発

見
の
た
め
の
施
策
は
。

Ａ　
市
と
し
て
早
期
発
見
の
た
め
の
施
策

は
実
施
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
国
立

長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査
結
果

で
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
半
数
以

上
が
難
聴
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に

医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
啓
発
し
て

い
く
。

Ｑ　
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
新
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
に
、
難
聴
は
認
知
症
の
危

険
因
子
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。
難
聴

を
放
置
し
て
い
る
間
に
認
知
機
能
の
低

下
や
※

フ
レ
イ
ル
が
進
行
し
て
し
ま
う
。

高
価
な
補
聴
器
購
入
の
助
成
を
し
て

は
。

Ａ　
補
聴
器
の
使
用
が
認
知
症
を
予
防
す

る
と
い
う
根
拠
は
未
だ
得
ら
れ
て
い
な

い
の
で
、
補
聴
器
助
成
制
度
の
創
設
は

現
時
点
で
は
難
し
い
。

Ｑ　
高
齢
者
が
耳
の
健
康
を
保
ち
、
自
分

ら
し
く
社
会
参
加
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

補
聴
器
購
入
へ
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
。

ら
、土
地
利
用
の
誘
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

 

人
口
減
少
を
抑
制
し
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
が
使
命
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

戦
略
的
な
用
途
地
域
の
拡
充
・
見
直
し

を
臨
機
応
変
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
か

ね
て
か
ら
考
え
て
お
り
、
県
及
び
関
係

機
関
と
の
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
介
護
予
防
事

業
と
し
て
財
源
を
確
保
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
本
市
も
補
聴
器
の
購
入
を

助
成
し
て
は
。

Ａ　
令
和
３
年
10
月
に
近
畿
市
長
会
を
通

じ
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

に
な
ら
な
い
人
に
も
全
国
一
律
の
補
助

制
度
の
創
設
な
ど
を
国
に
要
望
し
て
い

る
。

農
地
の
保
全
と
、
転
用
に
よ
る

開
発
を
ど
う
調
整
す
る
の
か

高
齢
者
の
聞
こ
え
と
生
活
を
改
善

石井　仁

大谷　さつき

近隣商業地域に指定された 24 号線沿い（打田地域）

※
フ
レ
イ
ル
と
は

　

年
齢
を
重
ね
、心
身
の
活
力
（
筋
力
・

認
知
機
能
・
社
会
と
の
つ
な
が
り

な
ど
）
が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と
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Ｑ　
持
続
的
経
営
の
確
保
の
た
め
、
市
の

水
道
事
業
の
将
来
に
向
け
た
方
針
は
。

Ａ　
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
、
人
口
減

少
な
ど
料
金
収
入
の
減
少
が
予
想
さ
れ

る
と
と
も
に
、
多
く
の
施
設
や
水
道
管

が
更
新
時
期
を
迎
え
大
変
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な

か
、
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
、
持
続

的
に
提
供
す
る
た
め
の
方
向
性
を
示
し

た
「
紀
の
川
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
、
ま
た
経
営
の
基
本
計
画
で
あ

る
「
紀
の
川
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」

を
策
定
し
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

 

今
後
も
給
水
人
口
、
水
需
要
の
予
測

を
し
、
給
水
収
益
の
見
通
し
を
立
て
、

収
益
的
収
支
の
黒
字
、
資
金
の
確
保
に

努
め
て
行
く
。

Ｑ　
水
道
は
市
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
。
行
政
が
抱
え

る
リ
ス
ク
情
報
を
市
民
と
共
有
し
て
は
。

Ａ　
行
政
が
抱
え
て
い
る
リ
ス
ク
情
報
を

市
民
に
公
開
し
、
双
方
の
情
報
共
有
の

も
と
、
合
意
形
成
を
は
か
り
な
が
ら
行

政
運
営
を
進
め
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　

 

ー
シ
ョ
ン
は
重
要
と
考
え
る
。
市
で
は

Ｑ　
近
年
、
地
球
温
暖
化
な
ど
に
よ
り
豪

雨
被
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
お
り
、

災
害
時
に
自
力
で
の
避
難
が
困
難
な
要

支
援
者
の
命
を
守
る
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
昨
年
５
月
に
国
は
、
避
難
行
動
要

支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
策
定
を
市
町

村
の
努
力
義
務
と
し
た
。
市
の
要
支
援

対
象
者
、
名
簿
登
録
者
、
避
難
計
画
策

定
者
の
人
数
は
。

Ａ　
対
象
者
は
３
３
６
１
人
、
名
簿
登
録

者
は
１
０
５
４
人
、
計
画
策
定
者
は
35

人
で
あ
る
。

Ｑ　
安
全
に
避
難
を
促
す
た
め
の
情
報
発

信
の
方
法
は
。

Ａ　
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
ラ
イ
ン
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
に
よ
り
発
信
す
る

と
と
も
に
在
宅
の
要
支
援
者
な
ど
に
は

電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
行
う
。

Ｑ　
要
支
援
者
の
方
々
が
良
好
な
避
難
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
二
次
的
に
福
祉
避

難
所
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
要
支
援
者
は
直
接
、
福
祉
避
難
所

に
避
難
で
き
る
の
か
。

Ａ　
市
の
福
祉
避
難
所
（
打
田
保
健
福
祉

毎
年
、
学
識
経
験
者
や
企
業
、
女
性
や

若
者
な
ど
、
水
道
使
用
者
代
表
で
組
織

さ
れ
た
紀
の
川
市
水
道
事
業
運
営
審
議

会
を
開
催
し
て
い
る
。
決
算
報
告
や

計
画
的
な
事
業
運
営
と
健
全
な
経
営

を
行
っ
て
い
る
か
を
審
議
し
、
内
容
や

様
々
な
意
見
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
て
い
る
。

　
　

 

今
後
も
正
確
な
情
報
を
速
や
か
に
提

供
し
、
水
道
使
用
者
と
の
意
思
疎
通
を

し
合
意
形
成
の
も
と
安
定
経
営
を
続
け

て
い
く
。

セ
ン
タ
ー
、
打
田
中
学
校
、
貴
志
川
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
は
可
能
で
あ
る
。

民
間
施
設
の
福
祉
避
難
所
は
、
事
前
に

個
別
避
難
計
画
策
定
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ　
優
先
度
の
高
い
方
か
ら
計
画
策
定
が

で
き
る
よ
う
に
と
の
国
の
考
え
で
あ
る
。

早
急
に
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携
を
図

り
、「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
す
強
い

姿
勢
で
、
計
画
促
進
体
制
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
計
画
策
定
を

促
進
で
き
る
体
制
整
備
に
努
め
る
。

水
道
事
業
の
課
題
と
展
望

災
害
時
の
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
し
て

坂本　佳隆

並松　八重
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傍聴に関するお願い

議会のインターネット配信

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
傍聴される方はマスクの着用および手指消毒を
お願いします。また、熱のある方、体調のすぐれ
ない方の傍聴はお控えください。
　大変ご迷惑をおかけしますが、みなさまのご
理解とご協力をお願いいたします。

　本会議の録画映像をイン
ターネットで配信していま
す。議会ホームページや、
右の QR コードからぜひご
覧ください。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ･･･ 議会事務局
電話番号：０７３６－７７－０８６０

次回12 月定例会

委員会活動報告委員会活動報告

厚生常任委員会　　● 7月29日　

・児童相談・虐待防止事業について

　児童相談・虐待防止事業における職員体制や、
虐待事案の把握体制、虐待をした親への対応など
について、説明を受けました。

・ひきこもり支援について

　ひきこもりの相談体制や、ひきこもりになる多面的な
要因、ひきこもりからの社会復帰支援などについて、
説明を受けました。

各委員会では、議案の審査だけでなく、委員会に付託された市民生活に深く関わる
ことについて議会の閉会中も調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

本会議の録画映像はこちらから

日 月 火 水 木 金 土

11/27 28 29 30 12/1 2 3

本会議
（開会）

4 5 6 7 8 9 10

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問・
質疑・付託）

11 12 13 14 15 16 17

予算決算
（総務文教

分科会）
・総務文教
常任委員会

予算決算
（厚生分科

会）
・厚生

常任委員会

予算決算
（産業建設

分科会）
・産業建設
常任委員会

18 19 20 21 22 23 24

予算決算
常任委員会

本会議
( 閉会）

※午前９時３０分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。
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追 

跡あの質問、どうなったの？の？
ちょっとおしえて！

防犯カメラの増設を！！

防犯カメラ設置補助金が
創設‼

令和３年４月１日以降
赤ちゃんへのプレゼント

子どもの成長や発達を
見守るシステムを

答　弁 答　弁

その後 その後

　防犯対策の強化ということで、自治区で防犯カ
メラを設置し、地域を犯罪から守りたい。「市か
ら少しでも補助金が出ないものか」と区長からの
声もある。安全・安心なまちづくりの観点から、
防犯対策の強化整備を進めては。

　犯罪がおこるたび防犯カメラに写っていて犯人
逮捕に結びついたニュースが多いなか、安全対策
上の防犯カメラ設置に向け、市全体の防犯体制を
どう考えていくか、大きな課題の一つとして勉強
していく。	

　聴覚検査費用は、各医療機関で他の検査と一緒に
分娩費に含まれているところが多く、出産一時金
で負担なく実施していると考えられるが、普及啓
発に務め、助成は近隣の市町の状況を注視してい
く。	

  地域防犯のため必要な箇所に防犯カメラを設置す
る自治区に対し、その設置費用を補助する要綱が制
定施行された。昨今、国内での凶悪事件が報道され
るなか、各自治区の危機意識が高まり申請件数も増
加。

　聴覚障害の早期発見・早期療育をはかり、聴覚障
害による音声言語発達などへの影響を最小限に抑
えるため、新生児の聴覚検査費用の一部を助成しま
す。検査受検時に紀の川市に住所を有する新生児を
療育する保護者に受診票による補助券を交付しま
す。新生児１人につき上限５,０００円を助成します。

　新生児聴覚検査は生後３日以内に、赤ちゃんの
難聴の有無を発見するための検査です。聞こえに
くさは発見が遅れると、ことばの発達が遅れ、コ
ミュニケーションがとりにくいなどの支障が起き
ることがあります。すべての新生児が検査を受け
られるよう助成しては。
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紀の川市議会ホームページ紀の川市議会ホームページ
http://www.city.kinokawa.lg.jp/gikai/http://www.city.kinokawa.lg.jp/gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどの※携帯電話・スマートフォンなどの
バーコードリーダーで読み取ると、バーコードリーダーで読み取ると、
議会ホームページにアクセスできます。議会ホームページにアクセスできます。

紀の川市議会

編
集
／
発
行

編
集
／
発
行

紀
の
川
市
議
会

紀
の
川
市
議
会  

〒
６
４
９

〒
６
４
９

‐‐

６
４
９
２

６
４
９
２  

和
歌
山
県
紀
の
川
市
西
大
井
３
３
８
番
地

和
歌
山
県
紀
の
川
市
西
大
井
３
３
８
番
地

　

０
７
３
６
（
７
７
）
２
５
１
１　
　

０
７
３
６
（
７
７
）
０
８
６
２

　

０
７
３
６
（
７
７
）
２
５
１
１　
　

０
７
３
６
（
７
７
）
０
８
６
２

TEL

FAX

Ｅ
メ
ー
ル
／

Ｅ
メ
ー
ル
／k0

1
0

2
0

0
-0

0
1

@
city.kin

o
ka

w
a

.lg
.jp

k0
1

0
2

0
0

-0
0

1
@

city.kin
o

ka
w

a
.lg

.jp

　

議
会
広
報
委
員
を
拝
命
し
て
か

ら
早
い
も
の
で
も
う
す
ぐ
１
年
が

経
ち
ま
す
。
最
初
は
何
も
分
か
ら

な
い
状
態
で
の
活
動
で
し
た
が
、

先
輩
諸
氏
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
、

少
し
は
編
集
に
加
わ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

毎
日
新
聞
社
が
主
催
す
る
第
34
回

近
畿
市
町
村
広
報
紙
セ
ミ
ナ
ー
に

新
人
３
人
（
坂
本
、
大
田
、
木
村
）

が
７
月
26
日
～
29
日
の
３
日
間
、

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
し
ま
し
た
。
ま

た
９
月
議
会
に
お
い
て
令
和
３
年

度
決
算
が
、
慎
重
に
審
査
さ
れ
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息

も
ま
ま
な
ら
な
い
な
か
、
こ
れ
か

ら
寒
く
な
り
、
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
の
両
方
の
闘
い
が
続

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
う

ま
く
経
済
と
の
両
立
を
は
か
り
な

が
ら
み
ん
な
で
乗
り
切
れ
ば
、
き
っ

と
希
望
に
満
ち
た
明
日
が
訪
れ
る

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

（
木
村　

芳
友
）
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